
①
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
②
少
子
・

高
齢
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
③
行

財
政
改
革
の
推
進
④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

一
人
ひ
と
り
の
命
を
大
切
に
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
、

医
療
体
制
、
教
育
、
福
祉
の
さ
ら
な
る

充
実
を
目
指
し
ま
す
。

①
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
へ
の
さ
ら
な

る
改
革
②
行
財
政
改
革
と
財
政
健
全
化

③
経
済
活
性
化
と
雇
用
創
出
④
健
康
福

祉
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
⑤
子
供

達
の
教
育
環
境
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
市
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
性
に
い
か
に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
か
、ま
た
足
下
の
み
の
解
決
で
な
く

将
来
の
市
の
あ
り
よ
う
を
き
っ
ち
り
捉

え
た
施
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

自
立
可
能
な
自
治
体
形
成
に
は
雇
用
の

確
保
が
最
重
要
課
題
。
さ
ら
に
、
堅
実

な
財
政
運
営
を
基
本
と
し
つ
つ
、
市
民

生
活
を
守
る
医
療
、
福
祉
、
子
育
て
、

教
育
の
問
題
に
取
り
組
む
。

市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
時
代

に
あ
っ
て
市
民
の
声
を
常
に
伺
い
政
策

提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と

室
蘭
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

岡
おか

田
だ

　健
けん

一
いち

小
お

田
だ

中
なか

　稔
みのる

柏
かしわ

木
ぎ

　隆
たか

寿
ひさ

監査委員

山
やま

川
かわ

　　明
あきら

議長

水
みず

江
え

　一
かず

弘
ひろ

副議長

砂
すな

田
だ

　尚
なお

子
こ

◎ 経済建設常任委
員長

・議会運営委員会

○ 経済建設常任副
委員長

◎ 議会運営委員長

・ 経済建設常任委員会
・ 白鳥新道・幹線
道路建設促進特
別委員会

・議会運営委員会

・経済建設常任委員会 ・総務常任委員会

新
し
い
市
長
・
市
議
会
議
員

4
月
24
日
に
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で
選
ば
れ
た
市
長
と
22
人
の
市
議
会
議
員

を
紹
介
し
ま
す
。

新
し
い
市
長
に
は
、
青
山
剛
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
5
月
11
日
に
開
か
れ

た
第
2
回
市
議
会
臨
時
会
で
は
、
新
し
い
市
議
会
議
長
に
水
江
一
弘
氏
、
副
議
長
に

砂
田
尚
子
氏
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
は
山
川
明
氏
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
な
お
、
副
市
長
に
は
、
寺
島
孝
征
氏
が
再
任
し
ま
し
た
。

各
議
員
に
は
、
今
後
の
抱
負
や
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新市長に青山氏就任

副市長に
寺島氏再任

5月11日付

このたびの室蘭市長選挙において、市民
の皆様のご支持と負託をいただき、室蘭市
長という職責を担うことになりました。市
民から寄せられました期待と責務の重さで、
身の引き締まる思いでありますが、市民感
覚のもと、子どもからお年寄りまで、市民
が安心して希望を持って暮らせる「勝

かつ

力
りょく

あ
る室蘭への挑戦」に向け、若さと行動力を
生かして、力強く取り組んでまいります。
地方を取り巻く厳しい財政状況の中、少子高齢化への対策、地

域経済や港湾振興など、さまざまな行政課題がありますが、多く
の市民の皆様の知恵や声をいただきながら、引き続き行財政改革
を進め、見直すところは見直しながら、今と未来をつなぐ希望の
持てるまちづくりに全力で頑張ります。
市民の皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

経歴　昭和52年12月10日生まれ（33歳）
平成14年　 室蘭工業大学 工学研究科 博士前期課程 修了
平成14年　 室蘭工業大学 助手（平成15年 1 月退職）
平成14年　 日本工学院北海道専門学校 非常勤講師
　　　　　（平成23年 3 月退職）
平成15年　 室蘭市議会議員
平成19年　 室蘭市議会議員再選（平成23年 3 月31日辞職）

経歴
昭和20年 1 月26日生まれ（66歳）
昭和43年　明治大学政治経済学部卒業
昭和43年　室蘭市役所入所
平成 3年　財政部財政課長
平成 6年　政策推進室長
平成 7年　企画財政部次長
平成 9年　港湾部次長
平成12年　港湾部長
平成15年　総務部長
平成15年　助役（現・副市長）就任
平成19年　副市長再任

市長　青
あお

山
やま

　 剛
たけし

副市長　寺
てら

島
しま

　孝
たか

征
ゆき

新
し
い
市
議
会
議
員

　

50
音
順
（
敬
称
略
）

◎
は
委
員
長　
　

○
は
副
委
員
長　

・
は
所
属
委
員
会
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次
世
代
型
商
業
振
興
を
含
め
、
地
域
中

小
企
業
支
援
を
強
化
し
な
が
ら
新
た
な

雇
用
創
出
に
努
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

環
境
防
災
対
策
・
市
民
活
動
活
性
化
・

経
済
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
・
世
代
間

交
流
・
子
育
て
福
祉
の
充
実
な
ど
、
女

性
の
視
点
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

住
民
の
た
め
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
公

的
責
任
を
投
げ
捨
て
、
行
政
が
や
る
べ

き
仕
事
を
民
間
に
丸
投
げ
す
る
「
地
域

主
権
改
革
」
に
反
対
し
、
住
民
の
暮
ら

し
と
福
祉
を
守
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
を
踏
ま
え
日
常
生

活
の
場
、
定
住
の
地
と
し
て
全
て
の
市

民
が
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
す
事
が
で

き
る
よ
う
地
域
や
行
政
が
一
体
と
な
り
、

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応

で
き
る
自
立
可
能
な
体
制
を
可
及
的
速

や
か
に
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

や
福
祉
、
教
育
の
質
を
守
り
、
将
来
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
室
蘭
を
作
り
ま
す
。

何
事
も
市
民
の
目
線
で
取
り
組
み
、
専

門
的
、
理
論
的
な
見
解
を
取
り
込
み
な

が
ら
市
民
と
一
緒
に
考
え
、
室
蘭
市
と

地
域
の
た
め
に
行
動
し
、
住
み
良
い
希

望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

身
近
な
商
店
街
の
整
備
と
、
ま
ち
な
か

居
住
の
推
進
で
街
の
活
性
化
を
図
る
。

長
崎
屋
室
蘭
中
央
店
問
題
の
速
や
か
な

解
決
。
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と
安

全
な
避
難
場
所
の
整
備
を
進
め
る
。

安
心
安
全
快
適
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
、

社
会
基
盤
整
備
、
高
齢
化
対
策
、
医
療

福
祉
問
題
に
取
り
組
み
、
中
小
企
業
の

育
成
発
展
を
推
進
し
、
商
業
産
業
の
活

性
化
向
上
、
雇
用
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

環
境
の
課
題
を
重
視
、
主
に
太
陽
光
発

電
等
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図

り
環
境
産
業
の
構
築
、
一
方
高
齢
社
会

の
中
で
高
齢
者
が
地
域
の
中
で
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

「
福
祉
に
あ
っ
た
か
い
ま
ち
は
災
害
に

強
い
ま
ち
」を
目
指
し
、子
育
て
応
援
、介

護
施
策
の
充
実
、
高
齢
者
支
援
を
充
実

し
、
町
の
空
洞
化
を
防
ぐ
た
め
に
商
店

街
や
中
小
零
細
業
者
を
支
援
強
化
す
る
。

子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
。
ま
た
、

市
活
性
化
の
た
め
、
地
場
産
業
、
中
小

企
業
の
育
成
を
支
援
し
雇
用
の
創
出
を

図
る
努
力
を
し
た
い
。

市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら

せ
る
た
め
に
防
災
・
医
療
・
高
齢
者
・

福
祉
施
策
の
充
実
と
雇
用
の
場
の
拡
大
、

教
育
環
境
の
整
備
お
よ
び
地
元
商
店
街

を
含
め
た
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

「
住
民
の
つ
な
が
り
」
を
合
言
葉
に
、

子
育
て
を
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

作
り
や
高
齢
者
の
孤
立
防
止
策
の
充
実

な
ど
、
隣
近
所
の
顔
が
見
え
る
「
互
助
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

暮
ら
し
の
安
全
に
は
防
災
・
防
犯
対
策

の
強
化
。
暮
ら
し
の
安
心
に
は
雇
用
確

保
と
医
療
、
介
護
や
子
育
て
支
援
の
充

実
。
輝
く
地
域
社
会
の
実
現
に
は
天
然

の
良
港
で
あ
る
室
蘭
港
の
活
用
促
進
。

中
小
零
細
企
業
、
商
店
街
へ
の
活
性
化

の
推
進
と
共
に
町
内
会
自
治
会
活
動
へ

の
行
政
の
支
援
及
び
正
社
員
雇
用
の
促

進
で
安
定
社
会
の
実
現
、
高
齢
者
の
予

防
医
療
と
介
護
予
防
の
強
化
に
努
め
る
。

物
造
り
産
業
と
環
境
産
業
振
興
に
よ
る

雇
用
拡
大
を
基
本
に
、
室
蘭
の
医
療
・

資
源
・
自
然
・
食
が
持
つ
潜
在
的
な
魅

力
や
技
術
力
を
生
か
し
た
ま
ち
作
り
と

災
害
に
強
い
ま
ち
作
り
に
努
め
ま
す
。

金
かな

濱
はま

　元
げん

一
いち

髙
たか

橋
はし

　直
なお

美
み

常
と き わ

磐井
い

茂
しげ

樹
き

早
はや

川
かわ

　昇
しょう

三
ぞう

児
こ

玉
だま

　智
とも

明
あき

立
たつ

野
の

　浩
ひろ

靖
やす

徳
とく

中
なか

　嗣
つぐ

史
じ

早
はや

坂
さか

　　博
ひろし

佐
さ

藤
とう

　　潤
じゅん

田
た

村
むら

農
の

夫
ぶ

成
なり

羽
は

立
だち

　秀
ひで

光
みつ

山
やま

中
なか

　正
まさ

尚
なお

南
みなみ

川
かわ

　達
たつ

彦
ひこ

細
ほそ

川
かわ

　昭
あき

広
ひろ

古
ふる

澤
さわ

　孝
こう

市
いち

我
わが

妻
つま

　静
しず

夫
お

・ 経済建設常任委員会

○ 広報特別副委員長

・ 総務常任委員会
・ 白鳥新道・幹線
道路建設促進特
別委員会

○ 総務常任副委員長
・広報特別委員会
・議会運営委員会
 

・民生常任委員会

・広報特別委員会

◎ 民生常任委員長
・ 白鳥新道・幹線
道路建設促進特
別委員会

・議会運営委員会

・民生常任委員会

・広報特別委員会

・総務常任委員会
◎ 白鳥新道・幹線
道路建設促進特
別委員長

・総務常任委員会
○ 白鳥新道・幹線
道路建設促進特
別副委員長

・広報特別委員会

・総務常任委員会

・ 民生常任委員会
・ 白鳥新道・幹線
道路建設促進特
別委員会

・ 経済建設常任委員会

○ 議会運営副委員長

・ 経済建設常任委員会

・議会運営委員会

○ 民生常任副委員長

・広報特別委員会

・民生常任委員会

◎広報特別委員長

◎総務常任委員長

・民生常任委員会
・ 白鳥新道・幹線
道路建設促進特
別委員会

前市長の新宮氏退任
　 4月30日をもちまして、室蘭市長
を退任いたしました。 4期16年にわ
たり、私を支えてくださった市民の
皆様をはじめ、多くの方々からお寄
せいただいた市政へのご支援とご協
力にあらためて感謝を申し上げます。
　長い間、本当にありがとうござい
ました。

前市長

新
しん

宮
ぐう

　正
まさ

志
し
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